
日本通信大学法制学会に名称変更

　「普通文官養成講義録」による独学奨励は、
今日の通信教育の先駆けであり、受講生が
年々数を増すとともに、合格者を多数輩出す
るようになった。
　事業の発展に伴い、大正 15 年 (1926 年 )
4 月に日本通信大学法制学会と名称を変更し、
日本大学とは別組織になった。
　この時期の役員が 2 代目会長の勝田主計
（大蔵事務次官、文部大臣、大蔵大臣歴任）、
3 代目会長の澤野民治である。


